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第
三
回
「
伝
統
文
化
の
精
華
」
の
報
告 

  

去
る
九
月
七
日(

土)
高
台
寺
圓
徳
院
に
お
い
て
、
第
三
回
「
伝
統
文
化
の
精
華
展
」
を
催
し 

ま
し
た
。
今
回
は
、
展
示
が
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
会
場
の
雰
囲
気
と
展
示
品
は 

う
ま
く
調
和
し
て
お
り
、
落
ち
着
い
て
鑑
賞
し
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
入
場
者
は
、
檜 

の
会
の
会
員
は
も
ち
ろ
ん
、
当
日
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
偶
然
立
ち
寄
ら
れ
た
旅
行
者
も
多
く
、 

無
料
で
入
場
で
き
、
三
五
七
人
が
珍
し
い
美
術
工
芸
品
を
鑑
賞
で
き
た
こ
と
を
喜
ん
で
お
ら
れ 

ま
し
た
。
外
国
人
の
入
場
者
も
述
べ
二
〇
名
ほ
ど
あ
り
、
英
語
で
の
展
示
品
の
説
明
に
満
足
さ 

れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

今
回
の
企
画
は
、
展
示
の
み
な
ら
ず
、
講
演
、
結
び
の
体
験
、
魔
鏡
の
実
演
も
あ
り
、
鑑
賞 

だ
け
で
な
く
多
様
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
だ
け
好
評
で
し
た
。 

✽
美
術
出
展 

 
 

川
島
美
園
「
修
多
羅
」
「
五
輪
乃
和
」
「
信
玄
兜
」 

山
田
豊
子
「
瓢
杓
」
「
乾
漆
蒼
蒼
祭
器
」 

近
藤
富
士
金
「
純
金
箔
粉
千
手
観
音
絹
地(

チ
ベ
ッ
ト)

」「
純
金
箔
董
金
マ
ン
ダ
ラ
絹
地
」 

春
日
井
路
子
「
染
色
額
」「
花
か
ん
ざ
し
」
「
染
額
流
水
」 

山
本
晃
久
「
三
角
縁
神
獣
鏡
」
「
魔
鏡
」 

小
暮
幹
雄
「
現
代
結
び
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
取
笑
貴
弥
「
几
帳 

花
づ
く
し
」｢

伏
籠｣

 

石
黒
香
舗
「
飾
り
香 

時
計
草
」
「
花
車
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

✽
特
別
出
展 

山
田
全
一
師
「
雅
楽
器
」(

笛
、
笛
筒
、
鼓) 

 

✽
賛
助
出
展 

和
楽
「
唐
獅
子
香
炉
」
赤
・
黒
一
対 

 
 
 
 
 
 

✽
賛
助
出
演 

大
西
一
叡
「
一
弦
琴
」 

✽
講
演 

「
伝
統
京
菓
子
」
柏
屋
光
貞 

中
川
多
津
也
氏 

✽
体
験
コ
ー
ナ
ー 

「
結
び
の
体
験
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

✽
実
演 

「
阿
弥
陀
仏
魔
鏡
」
山
本
晃
久 
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お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 
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去
る
七
月
十
二
日
「
檜
の
会
」
主
催
に
よ
る
奥
琵
琶
湖
の
歴
史
・
文
学
を
楽
し
む
旅
に
参
加
し 

た
。
私
自
身
は
、
檜
の
会
の
会
員
で
は
な
い
が
、
今
回
の
行
楽
が
脇
谷
英
勝
先
生
の
ご
指
導
に
よ 

る
も
の
と
知
り
、
参
加
メ
ン
バ
ー
の
一
員
に
加
え
て
戴
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
度
の
奥
琵
琶
湖 

の
周
遊
は
日
帰
り
と
い
う
時
間
的
制
約
も
あ
っ
て
、
木
之
本
〜
余
呉
湖
往
復
と
い
っ
た
距
離
的
に 

は
短
い
旅
で
あ
っ
た
が
、
脇
谷
先
生
の
豊
か
な
学
殖
に
基
く
御
解
説
を
賜
り
乍
ら
数
多
く
の
古
蹟 

を
訪
ね
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
有
意
義
で
あ
っ
た
。 

 

Ｊ
Ｒ
木
之
本
駅
を
降
り
て
、
準
備
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
最
初
に
訪
れ
た
の
は
木
之
本
地
蔵 

院
。
北
国
街
道
有
数
の
宿
場
町
で
あ
る
木
之
本
町
は
、
こ
の
地
蔵
院
の
門
前
町
と
し
て
古
く
か
ら 

栄
え
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
地
蔵
院
の
境
内
に
入
る
と
す
ぐ
右
手
に
高
さ
六
ｍ
も
あ
る
お
地 

蔵
さ
ん
の
立
像
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
大
柄
な
地
蔵
菩
薩
を
私
は
今
ま
で
に
見
た
事
が
な
い
。 

こ
の
地
蔵
尊
は
眼
病
を
な
お
す
力
を
お
持
ち
で
「
目
の
ほ
と
け
様
」
と
し
て
全
国
的
に
有
名
と
の 

こ
と
。
私
自
身
も
年
齢
的
な
点
で
近
年
や
や
視
力
が
衰
え
て
き
た
の
で
お
賽
銭
を
や
や
は
ず
ん
で 

神
妙
に
お
祈
り
を
し
た
わ
け
で
あ
る
。 

 

そ
の
あ
と
、
三
味
線
・
琴
な
ど
和
楽
器
の
糸
を
製
造
す
る
工
場
を
見
学
し
、
昼
食
を
終
え
た
あ 

と
、
余
呉
湖
に
向
っ
た
。
余
呉
湖
は
琵
琶
湖
の
北
端
か
ら
約
一
粁
程
度
離
れ
た
緑
の
深
い
山
あ
い 

の
中
の
小
さ
な
湖
で
あ
る
―
琵
琶
湖
を
象
と
す
れ
ば
余
呉
湖
は
象
の
鼻
先
に
踞
る
小
兎
と
い
っ
た 

と
こ
ろ
か
―
。 

 

さ
て
次
に
賤
ヶ
岳
の
古
戦
場
で
あ
る
。
賤
ヶ
岳
の
七
本
槍
と
し
て
日
本
歴
史
の
上
で
は
か
な
り 

有
名
な
場
所
で
あ
る
。
こ
れ
は
天
正
十
年
に
織
田
信
長
が
死
去
し
た
あ
と
、
そ
の
翌
年
に
織
田
家 

の
後
継
者
問
題
で
も
め
ご
と
が
起
り
、
信
長
の
政
治
上
の
後
継
者
を
意
識
し
て
い
た
豊
臣
秀
吉
と 

信
長
の
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
越
前
の
柴
田
勝
家
と
の
間
の
戦
争
で
あ
る
。
結
果
的
に
は
秀
吉
の
勝 

利
に
帰
し
、
敗
れ
た
勝
家
は
夫
人
・
お
市
の
方(

信
長
の
妹)

と
共
に
自
刃
す
る
の
だ
が
紙
数
の
都 

合
で
詳
細
は
略
す
る
こ
と
と
す
る
。 

 

賤
ヶ
岳
の
戦
跡
を
高
地
か
ら
望
見
し
た
あ
と
、
二
つ
の
寺
院
に
詣
で
て
Ｊ
Ｒ
木
之
本
駅
に
帰
っ 

た
の
は
午
後
四
時
半
頃
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、
旅
の
終
り
で
あ
る
。
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
京
都 

行
の
列
車
を
待
ち
乍
ら
夕
陽
を
浴
び
て
輝
く
琵
琶
湖
西
岸
の
山
な
み
を
眺
め
て
い
た
。
こ
の
場
所 

か
ら
琵
琶
湖
の
湖
面
は
見
え
な
い
が
、
今
日
一
日
中
バ
ス
の
停
ま
る
度
毎
に
う
っ
と
り
と
眺
め
た 

わ
が
国
最
大
の
湖
水
の
ゆ
ら
ま
え
く
水
面
は
、
私
の
拙
い
筆
で
は
到
底
表
現
し
得
な
い
美
し
さ
で 

あ
っ
た
と
云
え
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
元
万
葉
の
会
会
員
） 

企
画
・
編
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／
檜
の
会
会
報
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発
行
／
季
刊
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一
・
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・
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・
十
月
） 
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●
檜
の
会
主
催 

◇
秋
季
文
学
・
歴
史
散
策 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

―
京
都
嵯
峨
野
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

渡
月
橋
・
小
督
塚
・
野
宮
神
社
・
常
寂
光
寺
・
落
柿
舎
・ 

 
 
 

祗
王
寺
・
二
尊
院
・
清
涼
寺
な
ど 

講 

師 

脇
谷
英
勝(
帝
塚
山
大
学
名
誉
教
授
・
当
会
副
理
長) 

と 

き 

十
一
月
三
十
日(

日)

午
前
十
時
嵐
山
渡
月
橋
北
詰
集
合 

◇
文
化
カ
ル
チ
ャ
ー 

現
代
結
び(

暮
ら
し
に
役
立
つ
結
び
の
実
技
体
験) 

講 

師 

小
暮
幹
雄(

結
び
文
化
研
究
所
長
・
当
会
理
事)  

 
 

 

と 

き 

十
二
月
七
日(

日)

午
後
一
時
半
開
場(

受
付)  

 
 
 

 
 

午
後
二
時
〜
四
時
開
催 

と
こ
ろ 

安
井
金
比
羅
宮 

材
料
費 

会
員 

一
、
〇
〇
〇
円 

一
般 

一
、
五
〇
〇
円 

◇
雅
楽
博
物
館
見
学
に
つ
い
て 

と 

き 

後
日
希
望
者
に
案
内
し
ま
す
。 

雅
楽
の
国
重
要
無
形
文
化
財
保
存
技
術
者
で
あ
る
山
田
全
一
師
が
自
宅
に
設
置
さ
れ 

た
雅
楽
器
の
総
合
博
物
館
で
、
重
要
文
化
財
の
雅
楽
器
を
は
じ
め
各
種
の
雅
楽
器
お 

よ
び
製
作
過
程
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

※
右
記
三
事
業
の
参
加
希
望
者
は
、
同
封
の
申
込
書
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
下
さ
い
。 

 
 

●
会
員
情
報 

◇
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー 

演 

題 

―
た
え
ず
ベ
ル
イ
マ
ン
の
『
第
七
の
封
印
』
を
想
起
し
な
が
ら
― 

人
間
の
幸
福
と
倫
理
規
範 

講 

師 

小
川 

侃(

岡
崎
学
園
人
間
環
境
大
学
学
長
・
京
都
大
学
名
誉
教
授) 

と 

き 

十
一
月
十
八
日(

火)

午
後
六
時
〜
午
後
七
時
三
〇
分 

と
こ
ろ 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館 

オ
ー
デ
ィ
ト
リ
ウ
ム 

参
加
費 

Ｊ
Ｓ
Ｆ
／
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
会
員
一
、
〇
〇
〇
円 

非
会
員
二
、
〇
〇
〇
円 

 
  
 
 

※
ご
意
見
ご
提
案
お
問
合
せ
は
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

✥
雅
楽
の
楽
器(

吹
き
も
の
・
弾
き
も
の
・
打
ち
も
の) 

 
  

雅
楽
は
、
奈
良
時
代
以
来
の
永
い
伝
統
を
も
つ
楽
舞
で
す
。
主
に
宮
廷
や
寺
院
、
神 

 

社
で
の
行
事
の
際
に
行
わ
れ
、
ま
た
管
弦
の
遊
び
と
し
て
も
愛
好
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

雅
楽
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
や
構
造
の
楽
器
が
使
わ
れ
ま
す
。
日
本
古
来
の
楽
器
と
、 

奈
良
時
代
ご
ろ
に
外
国
か
ら
伝
え
ら
れ
た
楽
器
と
が
あ
り
、
次
第
に
日
本
人
の
好
み
に 

合
う
よ
う
に
取
捨
選
択
さ
れ
て
、
今
日
見
る
形
に
な
り
ま
し
た
。
楽
器
は
、
古
典
文
学 

と
の
の
関
り
が
深
く
、
由
緒
の
あ
る
名
品
に
は
「
銘
」
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

✦
吹
き
も
の(

管
楽
器) 

篳
篥

ひ
ち
り
き

：
：
西
域
起
源
と
い
わ
れ
る
竹
製
の
縦
笛
。
全
長
約
十
八
㎝
。
指
孔
は
、
先
が
尖 

り
ぎ
み
の
楕
円
形
で
、
表
に
七
孔
、
裏
に
二
孔
。
竹
の
根
元
に
近
い
ほ
う
を 

上
に
し
て
制
作
し
ま
す
。
上
端(

頭
持)

に
、
芦
の
茎
の
肉
厚
の
部
分
で
作
っ 

た
リ
ー
ド(

芦
舌)

を
差
し
込
ん
で
演
奏
し
ま
す
。
主
旋
律
を
司
り
ま
す
。 

笙
し
ょ
う

：
： 

中
国
か
ら
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
全
体
の
姿
を
鳳
凰
に
見
立
て
鳳
笙
と
も
呼
ば 

れ
ま
す
。
総
長
五
〇
㎝
前
後
。
吹
口
の
つ
い
た
木
製
漆
塗
り
の
匏ほ

う(

頭)

の
上 

面
円
周
上
に
、
十
七
本
の
竹
管
を
差
し
込
み
、
中
程
を
銀
製
の
帯
金
具
で
締 

め
て
あ
り
ま
す
。
竹
管
の
下
端
に
響さ

銅は

り

製
の
リ
ー
ド(

簧)

が
取
り
付
け
ら
れ 

(

現
行
で
は
二
管
に
は
リ
ー
ド
が
な
い)

、
息
を
吹
き
込
ん
だ
り
吸
っ
た
り
し 

て
音
を
出
し
ま
す
。 

竜
笛
：
：
竹
製
の
横
笛
。
全
長
約
四
十
㎝
で
、
指
孔
は
七
孔
。
よ
く
乾
燥
し
た
煤
竹
を 

用
い
、
皮
を
削
り
内
部
の
形
を
整
え
、
吹
口
と
指
孔
を
除
い
て
樺
巻(

籐
の
場 

合
も
あ
る)

を
施
し
ま
す
。
中
国
か
ら
伝
来
し
た
も
の
で
、
主
に
唐
楽
に
用
い 

ら
れ
ま
す
。 

狛
笛
：
：
高
麗
楽
専
用
の
竹
製
の
横
笛
。
神
楽
笛
：
：
太
笛
と
も
い
い
ま
す
。
竹
製
の 

横
笛
。 

✦
弾
き
も
の(

弦
楽
器) 

箏
：
： 

楽
箏
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
和
琴
：
：
倭
琴
と
も
い
い
ま
す
。 

琵
琶
：
：
西
ア
ジ
ア
起
源
。
楽
琵
琶
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

✦
打
ち
も
の(

打
楽
器) 

三
鼓
：
：
管
弦
用
の
太
鼓
、
羯
鼓
、
鉦
鼓
の
セ
ッ
ト
で
す
。 

 
 
 
 
 

（
彦
根
城
博
物
館
資
料
引
用
） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   


